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序　　　文

本市は古来よりアジア太平洋と深いかかわりを持ち、「海に開かれた

活力あるアジアの拠点都市」として「アジア太平洋都市」宣言を採択し

アジア太平洋における真に人間的な交流と協調の場・人の都福岡を目差

し街づくりに取り組んでいるところであります。1995年この一環として

「ユニバーシアード福岡大会」を開催する運びとなり、現在これに向け

市内の施設．道路の整備等を進めております。

1972年米軍より本市に返環され、都市整備局によって市民の健康と懇

いの場として整備を進められた「東平尾総合運動公園」も福岡大会の会

場として更に整備を進め、今回球技場を拡充する事となりました。

工事計画地内での遺跡の存在が明らかとなり、本市では文化財保護の

立場からこれら失われていく遺跡の記録保存として発掘調査を行なって

おり、公園内の調査は今回で12次を数えるに至りました。

調査の結果、弥生時代の物見台的な遺構の他、古墳を検出し、席田遺

跡群内での弥生時代後期の整備された集落景観を一歩明確にする事がで

き、また鋳型模造品・多数の鉄器等貴重な資料を多く検出する事ができ

ました。

調査に際しご協力をいただいた関係者各位、また地元をはじめ調査を

支えられた多くの方々に深く感謝する次第であります。

本書が埋蔵文化財に対する理解の一助となるとともに学術研究におい

ても活用していただければ幸いであります。

平成6年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾花　　剛



例　　　言

1．本書は博多区東平尾に所在する「東平尾総合運動公園」内の遺跡の総称である「原田遺跡

群」第12次．群内大谷遺跡第4次の発掘調査報告書である。

2・調査区内のグリッド割りは公園建設の仮座標にのせ10m間隔で設置し、グリッドの呼称は

西交点とした。

3．本書で用いる方位は磁北であり、真北との偏差は6021′である。

4．遺構の呼称は記号化し、掘立柱建物→SB・土壙→SK・溝→SD・貯蔵穴→SU・土墳墓→

SR・甕棺→ST．柱穴→SPとした。

5．本書に使用した遺構実測図は加藤良彦．上方高弘による。

6．本書に使用した遺物実測図は加藤による。

7．本書に使用した写真は加藤・平川敬治による。

8・本書に使用した図面の整図は加藤．木村厚子・国武真理子による。

9・本書の執筆・編集は加藤が行なった。

10・本書にかかわる記録類・遺物は福岡市埋蔵文化財センターに収蔵管理されるので活用され

たい。
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Ⅰ．は　じ　め　に

1・調査に至る経緯

今回の調査は都市整備局公園建設課から福岡市博多区大字東平尾地内・東平尾総合運動公園

内の整備計画の事前審査願が福岡市教育委員会埋蔵文化財課になされた事により始まる。受付

番号は4－1－143である。

埋蔵文化財課では事業地内に大谷遺跡・大谷古墳が含まれる事、また昭和50（1975）年の公

園建設にともなう調査から既に11次を数えるまでの調査が実施され、弥生時代の大型建物や銅

鐸鋳型が出土する等遺跡が密集する地域である事が周知されており、事業地内約30，000㎡の試

掘調査を行う必要があると判断、平成3（1991）年6月19～7月5日・11月25日一翌年3月31

日にかけ、14箇所の試掘を実施した。その結果、第11トレンチで古墳を1基・第13トレンチで

弥生～古墳時代の住居址と鉄斧．弥生土器・土師器を検出する包含層の存在を確認した。協議

の結果、文化財保護法57条3項に則って本課が記録保存のため緊急発掘調査を行う事となった。

調査は平成4年5月11日～同年8月9日まで実施された。

調　 査　 番　 号 ／9210 遺　 跡　 略　 号／O T N －4

調 査・地 地 籍 博多区大字東平尾 分布地図番号 9 － A ー 3 ・B ー 3

開　 発　 面　 積 30，000㎡ 調査実施面積 1，437㎡

調　 査　 期　 間 920511～920809 事前審査番号 4 － 1 －143

2・調査の組織

調査委託：福岡市都市整備局公園建設課

調査主体：福岡市教育委員会　教育長　井口雄哉（当時）

調査総括：埋蔵文化財課長　折尾学　　埋蔵文化財課第2係長　塩屋勝利（当時）

調査庶務：埋蔵文化財課第1係　寺崎幸男

調査担当：埋蔵文化財課第2係　加藤良彦（当時）

調査協力：関徳光　関義郎　吉原勝　上方高弘　佐久間絹子　関照子　安川菊代　安川初枝

松村京子　上田貴子　阿比留ユクエ　木村厚子

資料整理：平川敬泊（九州大学）　木村厚子　能美須賀子　国武真理子　窪田慧
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Ⅰ．調査区の立地と環境

調査地点は福岡市の都心部より東へ7km、博多湾岸より南東へ6kmの地点、福岡空港の
たたら　　　　かすや　　　　　　なか　　みかさ

東側約400　mの位置にあり、東側に多々良川流域の粕屋平野．西側に那珂川・御笠川流域の福
さんぐん　　　　　　　　　ああき

岡平野とに分かつ、三郡山地より派生した大城山（標高410m）の山麓・南東から北西へ延び
つきくま

る新世代第3紀層からなる月隈丘陵の北端部に近く、標高29～49mの小支丘尾根上（調査区第

1区）と、これの南西斜面（調査区第2区）に位置する（Fig・3）。

丘陵上には縄文時代の石鏃・石匙等が散見されるが、本格的に生活遺構が出現するのは弥生
かげがうら　　　なか　てらお　　　ほうまんあ

時代前期後半からで、影ヶ浦遺跡、中・寺尾遺跡、宝満尾遺跡で袋状竪穴が検出される。古墳

時代まではこれら丘陵北西部を中心に生活遺構が広がっている。前期末から中期にかけては尾
かねのくま　　　　　　　　　　　　しも　　　　　　てんじんもり

根線上に甕棺．土墳墓群が形成され、金隈遺跡・金隈上屋敷遺跡．下月隈B遺跡．天神森遺
かみ　　　　　　　ああき

跡．上月隈遺跡・席田青木遺跡等で検出される。

弥生時代中期中頃から古墳時代にかけては原田遺跡群内を中心に2～4・5軒単位の竪穴住
くほぞの　　　　　　　　　あかほのうら　　　　　　　　　りゅうげじ

居址群が北ノ浦遺跡・中尾遺跡・久保園遺跡・当大谷遺跡・赤穂ノ浦遺跡と丘陵中部の立花寺

遺跡で検出されている。また宝満尾遺跡では後期の土壌墓から漠式鏡が、久保園遺跡では中期

後半の5×8間の大型掘立柱建物が、赤穂ノ浦遺跡では横帯文銅鐸鋳型と2×1間の掘立柱建

物数棟、大谷遺跡の1～3次調査で後期の青銅製鋤先と漠式鏡片・鉄斧等11点の鉄器を検出し

ている。
つつみがうら　　　　もちたがうら

古墳時代以降、月隈丘陵での活動の中心は中・南部に移行し、堤ヶ浦古墳群．持田ヶ浦古墳

群等数十から百数十基を越す大規模な群集境の形成が始まる。これに対し北西部では北ノ浦・

原田．天神森古墳群等、小支丘の尾根線上に1－3基程の小規模な古墳群が形成され、竪穴系

横言式石室を有する古墳が目立つ。

奈良・平安時代でも中部の古墳時代以来の立花寺遺跡で多数の掘立柱建物群と柵列、越州窯

青磁・刑州窯白磁・緑釉陶器・瓦類が多数検出されており、中心地として不動の様相を示して

いる。

月隈丘陵の西側には那珂川・御笠川流域の福岡平野が広がり、御笠川左岸には初期の二重環

濠農耕集落であり細形銅剣．銅鉾を副葬した甕棺墓群の板付遺跡、さらに北西側には細形銅剣

を副葬した甕棺墓群と古墳時代後期～終末期の大規模倉庫群の比恵遺跡群、縄文晩期の最古の

二重環濠と中期後半代の環濠集落の那珂遺跡群、さらに南には須玖岡本・須玖永田等の春日丘

陵の遺跡群と、奴国の中心地が広がっている。御笠川右岸では近年空港内で晩期の溝と多数の
ささい

木器・弥生後期の環濠と大型掘立柱建物を検出した雀居遺跡がある。

板付遺跡から那珂．比恵・春日丘陵上の遺跡群と、多数の武器形祭器の鋳型が検出されてお

り、席田遺跡群もこれら青銅器製作の中心地の一角をなしている。
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席

1　下臼井甕棺墓遺跡
4　席田北ノ浦2号墳
7　席田新立表1号墳
10　席田貝花尾2号墳
13　席田赤穂ノ浦遺跡
16　宝満尾遺跡
19　雀居古墳
22　下月隈宮ノ後遺跡
25　文殊谷古墳群
28　那珂深ヲサ遺跡
31雀居遺跡

2　席田青木遺跡群
5　席田堤ノ上遺跡
8　席田貝花尾1号墳
11席田大谷遺跡
14　席田林崎遺跡
17　宝満尾東遺跡
20　下月隈天神森遺跡
23　上月隈甕棺墓遺跡
26　谷頭古墳群
29　那珂久平遺跡

Fig．1周辺遺跡分布図（1／25，000）
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3　席田北ノ浦1号墳
6　席田中尾遺跡
9　席田新立表2号墳
12　席田久保園遺跡
15　席田丸尾古墳群
18　上ノ池古墳群
21下月隈古墳群
24　上月隈古墳群
27　金隈遺跡
30　板付遺跡



Fig．2　調査区位置図（1／6000）
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Fig．3　周辺調査区遺構図（1／1000）



Ⅲ．調査の記録

Fig．4　第1区全景（南東から）

Fig．5　第1区全景（北西から）

Fig．6　第1区遠景（北東から）

1．調査の概要

調査の対象地は丸馬出から北

西に舌状に延び、球技場を間に

はさみ込む比高20～30m程のふ

たつの小支丘で、14ヶ所の試掘

の結果、大谷遺跡に含まれる南

側小支丘の丘陵尾根部分（約

700㎡一第1区）と丘陵西側斜

面（約743㎡一第2区）の二箇

所で調査を行う事とした。

調査の結果、1区で弥生時代中期中頃の貯蔵

穴2基．中期末後期初頭の甕棺墓1基・後期の

物見台的な1×1間の大型掘立柱建物1棟とこ

れを取り囲む溝5条．石蓋土墳墓1基・土壌3

基、古墳時代後期の竪穴系横言式石室古墳1基

を検出した。

2区では弥生時代後期の溝1条．土壙2基・

地山整形部1箇所．自然流路2条．柱穴多数、

古墳時代の溝2条・土壙3基．地山整形部1箇

所と柱穴を検出した。

検出した遺物は1区で各遺構から弥生時代中

期中頃～後期後半の弥生土器・石包丁、古墳か

ら鉄鎌1点を検出、2区で北西谷部の包含層を

中心に弥生中期前半～後期後半の土器・鉄鎌・

鉄斧等鉄器6点、石錘．石包丁と石製銅曳鋳型

模造品を検出、赤穂ノ浦遺跡の銅鐸鋳型片につ

ぐ席田遺跡群の青銅器製作を示す資料として注

目される。

遺物は総量でコンテナ17箱である。

－　5　－



2．1区の調査

勅～

ダ

G

Fig．7　第1区遺構全体図（1／250）

－　6　－

1区は北西に延びた

標高48．5mの小支丘の

先端部に位置する。

尾根線上は1975年来

の公園造成工事で平坦

に削平・整地されてお

り、大谷1号項は地表

に痕跡をまったく残し

ていない状況であっ

た。

南東側は幅2．5－

5m程の狭いやせ尾根

がつづき、逆に先端部

で11×15mの平坦部が

若干西側に角度をふっ

て広がっており、この

中央部に尾根線に沿っ

たかたちで1×1間の

大型掘立柱建物が検出

され、南東の最狭部を

幅3．0m・深さ70cm程

の溝SD－02が尾根を

直交方向に切断し、反

対側の丘陵先端斜面に

もこの建物を区画する

様に尾根と直交してL

字形に屈曲する溝SD

48m　－09が掘削されてい

る。遺物の時期は弥生

時代中期後半～後期後

半を示す。



Fig．81号墳全景（北西から）

Fig・91号墳石室（北東から）

－　7　－

Fig．101号墳石室（南西から）

（1）．大谷1号墳（Fig．8～12）

丘陵先端の占地に良好な平坦部をさ

け、これから15m程南東の狭い尾根上

に築造されている。

石室部分は公園建設時に重機によっ

て揉潤され腰石が残るのみで、これも

ほとんどが内側に倒され踏みならされ

ており、原位置を保つものは前壁と右

側壁手前の三石のみで相方の内面側辺

を接して角を形成している。高さは低

く20cm前後。石室の内法は3・5×1・1m

程の狭長なもので主軸をN－630－E

にとり尾根と直交方向の北東に開口す

る。床面には10cm以下の小振りな角礫

を敷いているが盗掘によりほとんどが

動いている。

掘方は2．4×1・Omを測り、腰石部分

を溝状にさらに掘り下げている。墓道

はこれに連なって若干北に角度をふっ

て50cm程延びている。石室床面より

5cm程低く掘削され、横言部の両外側

に側壁様の塊石を一個ずつ置く。土層

断面に黒褐色のバンドがあり、最低一

度の迫葬がなされた様である。

封土はまったく残存せず、石室中心

から4．5m程東側に尾根と直交する弧

状の溝があり周溝と思われる。北西側

5m程の丘陵のくびれも墳丘造成の痕

跡の可能性がある。

遺物は石室内から曲刃の鉄鎌が…蕉

のみ。21．3×2．8cmで基部から先端に

かけ2～4mmと厚くなる。基部から

3cmまでは刃を研ぎ出していない。



－L＝48．6m

／＿／／／‾・　　　　　口　．Tll・l・・．．・5

ⅲ9．8ウ＝1－

墓道土層

1　淡赤褐色粘土
2　黒褐色土
3　淡赤褐色粘土

E

q。

尋
1－

．－」

／　一一一一一一一一一＿－

4　淡黄灰色粘土伯色小礫を％含む）

2m
土．1．．．－1．ロー一一11－－－1．．　－．．－＿一二一－」

Fig．111号墳石室・土層断面図（1／60）

－　8　－

L＝48．6m

周溝土層
l　明灰色土
2　暗灰褐色土

（1層土、黒褐色土を％含む）
3　暗灰褐色土

（5層土、黒褐色土を％含む）
4　暗黄灰色土
（5層土を％含む）
5　黄灰色粘土
（黄白小礫を猪含む）



Fig．121号墳出土鉄鎌（1／3）

Fig．13　SD．02全景（北西から）

（2）．溝

溝は5条検出され、掘立柱建物

SB－04を取り囲む様に配されて

いる。時期を明確にできる遺物が

出土したのは02のみで他は弥生土

器の小片のみである。

SD－02（Fig・13～19）

1区南東端部で検出され、調査

区内で最も狭い尾根部分を直交方

向に切断している。幅は約3m、

深さは尾根線部で約40cm．最深部

で80cmを測る。

検出時に尾根部分の陸橋に気づ

かず南北2条の別個の溝と誤認

し、最後の段階でこれと気づいた

ため陸橋の検出に失敗している。

土層は下から暗褐色土．地山流土

の黄褐色土・黒褐色土・さらに黄

白色の地山客土となっており、最

下層の暗褐色土の堆積後尾根部分

に、底面幅2．5m・上面幅1・6m・

B′　L＝49．1m

SD－02土層名称

1黄白色土～地山客土
2　黒褐色土
3　黄褐色土－地山客土
4　淡褐～暗褐色土
5黒灰色土

旦L＝．。．。m；買蓋憲聖霊客土
9　黒灰色土－（地山土を％含む）
10　淡褐色土－（地出土を猪含む）
11黄白～明黄褐色粘土－地山

Fig．14　SD・02土層図（1／100）

－　9　－



Fig．15　SD－02（北東から）

Fig・16　SD－02東側縦断土層（北から）

Rgt1／SD－02陸橋郡土層断面（北西から）

－10－

残存高30cm程淡黄褐色の地山粘土の客

土がなされ陸橋となっている。

遺物は大部分が下位からの出土であ

る（Fig．19）。地山が第3紀層で炭層

をはさんで酸度が高いためか原田遺跡

群内の土器の残存状況は極めて劣悪

で、検出時に覆土とともにほとんどの

土器の器表がはげ落ちてしまい、土器

本体も軽く握るだけでつぶれる程軟化

している。

遺物は全て弥生土器である。2は壷

の口縁、もしくは器台の脚端部であろ

う。径45～50cmの大形品である。3は

径9．5cm程の小形壷。赤褐色を呈する

が同器種で黒褐色を呈しケンマがなさ

れるものが有る。4は蓋で径10cm。つ

まみ部が輪状に外反する。5は丹塗の

壷胴部で複合突帯を2条施す。6－11

は甕で、6は口径37cm。口縁部はく字

形に若干丸味を負びて外反する。端部

は丸く仕上げる。7は口径34cm。口縁

は外湾気味にく字形に外反し、内面端

Fig・18　脚付鉢－12



三＝三三≡二二二二＝＝＝子

Fi9．19　SD－02出土遺物（1／4）
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Fig．20　SU一日・12（1／60）

Fig．21SU一日土層断面（東から） Fig・22　SU���ｪ霪��8ｻX��8ﾈ*�.x�｠

様に薄い鹿部であるが丸底気味となる。底脇が若干くびれて胴が外湾気味に立ち上がる。12は

大型の台付鉢で、溝底付近で倒置・破砕された状態で検出された。口径37cm・器高23cm台径21cm

を測り、胴上半はヨコの粗いハケ、以下は同様のナナメハケ調整を施す。台端部内面は跳ね上

がり気味につまみ出されている。体部の器壁は薄く、台部は2－3倍の厚みがある。13は12に

類似したこれより一回り小さな鉢で口径22・7cmを測る。器壁も同様に薄く、言縁は直立する。

ー12－　　　　　　



（3）．貯蔵穴

貯蔵穴は丘陵先端の尾根線緩斜面に2基並設している。溝SDー09と石蓋土墳墓SR－10に

切られる。

SU－11（Fig．20～22）

径2．6～2．9mの円形プランで深さ1．2mを測る。黄白色の軟質の岩盤に掘削されたもので底

面は平坦に仕上げられている。遺物は人為的に埋められた埋土中から床面より浮いた状態で検

出される。埋立後、再度東西方向の溝状に長さ2・6・幅0．4．深さ0．85mの掘削がなされ、両端

の壁を挟り込んでいる。埋没は自然堆積でレンズ状に堆積し最上位は黒灰色土である。

遺物は（Fig．34）14が在自ロ縁の鉢で口径18．1cm・器高10cm。鹿部は薄い平底である。15～

17は甕で15・16はL字口縁をなし内側端部が若干突出する。18－20は壷の鹿部と思われ胴部が

大きく外反する。19は底径が7cmと小さく底が厚い。21は淡灰褐色の安山岩質凝灰岩ホルンフェ

ルス製の石包丁の半折品で刃部に多数の刃こぼれが身受けられ敲打に用いられている。

SU－12はSU－11の東側4mに位置し石蓋土墳墓に切られる。口径1・0m底径1．1mの不整

SP－05
lsp一

．

ⅲ∠．8ケ＝1－

1

－

日

念
．

、J

∃

l sp－06

l SP一03

諜／
－Ⅰ

∈
「、

書
目

■l

！

－L＝48・7m

Fig．23　SB－04（1／60）
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Fig．24　SB－04（東から）

Fig．25　SP－05柱痕跡（東から）

SP－03柱痕跡（北から）

Fig．25　SBl04人物対比（東から）

Fig・27　SP－05柱痕跡断面（東から）

Fig．29　SP－03柱痕掘削（北から）

円形で断面はフラスコ状を呈する。床面は同様に平坦で同じく人為的に埋め立てられている。

（4）．掘立柱建物

柱穴は径20－50cm前後のものが東側に突出した緩斜面を中心に検出されるが建物としてまと

まるものはSB－04のみである。内部からはいずれも弥生土器が検出される。

SB－04（Fig．23－29）

溝によって固まれた丘陵先端の平坦部中央に位置し、主軸は尾根線に平行LN－66。－W

－14－



にとる。掘方は南側のSP－03．05が径70cm程の

隅丸方形で北側は径70～90cmの円形プランであ

る。大きく削平されているため深さは浅く15～

35cmを測るのみであるが元来は70－90cm程の深さ

であったと推測される。柱痕跡は径20～30cmの円

形で柱の間隔からするとずいぶん小振りである。

柱間は東西方向が長く3．2～3・5m、南北が2・9m

を測る。

Fig．30　SK－05（南東から）

1　暗褐色土
2　暗褐色土
（地山土を％含む）

3　黄灰色岩盤

軽－
L＝48．0m

5土筆些
3

Fig．31SK－05（1／40）

l　灰褐色土
2　黄褐色土
3　黒灰色炭坑
4　明黄褐色バイラン土

0 1m
［－．111．1　　　－．－．1

Fig．32　SK－07（1／40）

遺物は弥生土器の小片が数点検出されているが

図化にかろうじて耐えられるものは1点のみである（Fig．

34）。22は径50cm前後の壷の口縁部と思われ、ゆるく外反し

内面はケンマがなされる。

（5）・土壙

土壙は3基検出された。

SK－05（Fig30・31）は丘陵くびれ部の西側斜面で検出

され、等高線と平行に主軸をとりN－630－Wを測る。長

さ1．4m幅68cmの隅丸方形プランで、深さ8cmと極めて浅い。

斜面に位置するため大きな削平は受けておらず、元来浅い土

壌であったと思われる。遺物の検出はない。

SK－07（Fig．32・33）はSB－04の北側11m程の斜面に

位置する。中央部と北東端部を樹根によって撹乱されている

が、長さ100cm幅80cmの隅丸方形プランで、丘陵尾根側で深

さ40cmを測る。土層断面は尾根側から谷側へと傾斜する自然

堆積で床面には厚さ8cm程炭粒と灰層が堆積する。よっ

－L＝47．4m

Fig．33　SK．07土層断面（北西から）
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て土壌は谷側が開いたコ字状の掘削であったと思われる。周壁には明瞭な焼成痕は見受けられ

ない。

遺物は（Fig・34）数片の土器片と23の夜目式高坏の坏部を検出している。23はゆるく湾曲す

る胴部から口縁部が稜をなして強く外反する。外面は器壁が剥離しているが内面にはヨコ方向

のケンマ痕が残る。肩部径で20cmを測る。色調は淡褐色を呈する。

SKー03は調査区南端でSD－02に切られる（Fig・7）。径90cm程の円形で深さ30。m程の断面

フラスコ形を呈し、SU－12に似る。灰白の地山粘土で埋められており、弥生土器片10数片を

検出している。

（6）・石蓋土墳墓SR－10（Figー35－37）

丘陵先端部の緩斜面に位置し、SU－12を切りSD－09に切られる。尾根線と直交方向にも

うけられ主軸をN－360－Eにとる。長さ3．6m幅1・3m深さ25cm程の狭長な掘方の中に長さ

2．42m幅46－35cm深さ40cmの墓壙を灰白色の岩盤を掘削してもうけている。東側が幅広く円形

＼

＝＝三三二

10cm

L1．－l・．　　　一一二」

主十才
Fi9．34　第1区遺構出土遺物（1／4・1／2）
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土壙平面

1　淡暗褐色土
（地出土を％含む） SD－09覆土

1m
L．1－　一．；　　　　1

Fig．35　SR－10（1／40）

2　淡暗褐色土　　　l
（地出土を猪含む）

3　淡褐色土
（地出土を％含む）－土壌埋土

4　暗黄緑色粘土
5　赤褐色粘土　　　－SU一12覆土
（地山土を猪含む）

6　灰白色岩盤

に整形されており頭位側と思われる。断面は底面が8cm程広い台形の箱形に丁寧に整形されて

いる。内部には黄褐色粘土が流れ込んで5－8cm程堆積している。遺物．人骨ともに検出され

なかった。

墓石は石材の確保に苦慮した様で長さ60－70cm幅15～50cm程の細長い花崗岩・頁岩の円礫．

－17－



Fig．36　SR－10検出状況（西から）

Fig・38　ST－13調査前状況（南から）

Fig．37　SR－10完掘状況（西から）

Fig・39　ST��8ﾉ���8ｻX��>ﾈ*�.x�｠

桂化木を11個連ねて上面を覆っている。蓋石と墓壕との空隙には暗黄緑色粘土で目粘りがなさ

れている。SD－09の掘削時に頭位の蓋石が露出した様で蓋石の一部が移動している。

E　　　　　　　　　　

Ll0　　　　　　　　　　　　　　

書　　　　　
目　　　　　　　　

－」　　　　　　　　　　　　　
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Fig．40　ST－13（1／30）　　　　　　　　

Fig．41ST－13下甕
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Fig．42　ST－13土嚢．下甕（1／6）

（7）・甕棺墓ST一13

ST－13は支丘基部の

尾根線上に位置する。

今回の調査対象範囲か

らはずれているが、公園

建設時に上半部が削平さ

れ地表に露出しており、

通路の一部となって崩壊

するがままとなっていた

（Fig．38）。よって崩壊

する前に記録する事とし

た。

遺構検出を行ったとこ

ろ、小児用の甕棺とこれ

に切られる長さ1・85m幅

1．1mの墓壕を確認した。

成人棺の墓壕と思われる

がこれ以上の破壊の心配

は無いため小児棺のみの

調査を行なった。径80×

65cmの円形で鹿部側を

5cm程挟り込んだ墓境内

に器高61cm口径44cmの下

甕（26）に胴部上半を打

ち欠いた径53cm程の上甕

（27）を春日式に被せ斜

位に安置している。上半

部はほとんどが削平され

土庄によって潰れた状態

で検出された（Fig・39・40）。内部には遺物．人骨ともに残っていなかった。

下甕26は外湾しながらく字に外反する厚い口縁で端部は丸く仕上げる。内面端部が突出する。

胴径が口径より大きく最大径は上位にある。鹿部は平底で薄い。上甕25は検出時は下甕を覆っ

て全周が確認されたが風化の度合が著しく遺構実測図と破片から復元した。

－19－



Fig・／43　第2区上面全景（西から）

Fig．44　第2区上面全景（南から）

Fig．45　第2区下面全景（西から）
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3．2区の調査

2区は1区の立地する小支丘と西側の

天王山との間の北に開く谷の東斜面と赤

穂ノ浦遺跡が立地する南西に開く谷の谷

頭部に位置し、2．3次のA調査区に接

している（Fig・3）。

現況は一部が山林と遊歩道となってお

り、西向きの標高40～30mの急斜面部と

30～28mの緩斜面旋わたっている（Fig．

46）。

E－F－8グリッドの急斜面では2

条の自然流路が確認され、中期後半～末

の土器溜りを3箇所検出した。

E～G－11・12グリッドの緩斜面部

では50cm程の流土下に灰褐－黒褐色の包

含層があり、灰褐～褐色土中からは須恵

器が若干検出され古墳時代後期の堆積と

思われる。黒褐色土中からは弥生時代後

期の土器が検出され（包含層上層）、こ

の下面で遺構の検出を行なっている（上

面）。北に開く谷斜面側には以下に黄灰

～暗灰色土の包含層があり（包含層下層）

この下面でも遺構検出を行っている（下

面）。

上面では溝3条．土壌4基．土器溜り

1箇所と南西側の谷斜面で地山整形部を

1箇所と柱穴、下面では溝1条と土壌4

基．土器溜りと柱穴多数、上面同様南西

谷斜面で地山整形部を1箇所確認した。

上・下層では弥生後期後半までの遺物

が下限であり、時期差は明瞭でないが量

は下層が多量である。
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Fig・46　第2区上面・下面遺構全体図（1／250）　東壁・西壁土層断面図（1／125）
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（1）．上面の調査

上面では等高線に平行する地山整形状の土壙3基（SK－17・18．24）と壁溝状の溝を有し

竪穴住居の可能性も考えられるSK－20、溝2条（SD－22・23）と等高線に直交する溝1条（SD

－21）、包含層中で土器溜り1箇所、南西谷に画する地山整形部を1箇所と柱穴を検出している。

包含層．各遺構の遺物は弥生中期後半～後期後半を主体とするが包含層上のSD－21からは須

恵器が若干検出されており、上面の遺構は古墳時代が主体を占めると思われる。

溝　溝は3条検出している。SD－22・23は等高線に平行し、幅30－50cm程で幅は狭くSD

Fig．47　SD－21（北西から）

雪だ≡

ー22はSD－21を切っていlる。

SD－21（Fig．47）　E～F－12グリッドに位置し

等高線と直交方向に延びる。幅65－140cm深さ10－50cm

の断面U字形で上方から下方に向け倍程度に広がる。

土層断面では暗灰褐色の古墳時代包含層が上位に堆積

する。

出土遺物（Fig．48）　須恵器の高坏・甕の小片を検

出している。27・28は壷で27はT字状の口縁で上面は

丸く厚目に整形される。28は厚目の鹿部で上げ底気味

に仕上がる。外面はケンマ。29－31は甕で、29はL字

形の口縁で上面は湾曲気味に端部が下がる。30はT字

口縁の成人棺の破片で内面の突出が大きい。他に包含

層からも成人棺の破片を数点検出しており、丘陵上の

甕棺墓群の存在を示嵯している。31は丸底気味の鹿部

で径7cmを測る。

＼上土♂。

30

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′

，ノ′／
10cm的

L L111　　　．1
Fig・48　SD－21出土遺物（1／4）

－21－

土壙　土壌は4基確認してお

り、SK－20以外は長さ3～

4m幅0・7－1m程の不整形

で狭長なもので谷側の壁はな

い。内部も周囲にも柱穴・溝

は認められず竪穴住居の可能

性は低い。SK－20はFー10

グリッドの壁際で下端部が検

出され大部分は調査区外に広

がっている（Fig．46）。長さ

3m深さ50cm程の逆台形の断



Fig．49　包含層上層遺物出土状況（北西から）

Fig・50　上層遺物出土状況近景（北西から）

面でSD－21同様暗灰褐色土が上位に

堆積する。幅15cm程の小港が壁に沿っ

ておりSD－21同様古墳時代で住居址

の可能性が考えられる。

地山整形部　南西に開く谷の南向き斜

面にもうけられ、幅3m深さ30cmで、

南半部は下面の地山整型部の黒褐色覆

土（包含層上層）上に20cm程の客土を

なして平坦面を広げている（Fig．46）。

覆土の暗灰褐色土中からは弥生土器の

小片のみ検出されたが、弥生後期の包

含層上に造成がなされており古墳時代

に属する可能性が高い。

この南向き斜面は2・3次調査A区

に連なるもので同区とB区．第1次調

査区と、支丘の南向き斜面に生活遺構

が営なまれている事が確認されており

（Fig．3）、本調査区の東側にさらに生

活遺構が広がるものと思われる。

上層土器溜り　黒褐色土の包含層上層

は北側・南西側相方の谷斜面に広がっ

ているが北側で顕著で15cm程堆積して

おり、遺物は弥生中期前半～後期後半の土器が出土するがE－12グリッドで殊に顕著である

（Fig・49．50）。この傾向は下面でも認められる。

出土遺物（Fig．51）　32・33は成人甕棺の口縁部で、32は口縁が外傾するT字をなし、内

側端部が強く張り出す。33は厚目の若干外傾するL字口縁で内側端部が若干突出する。34－36・

38－40は甕で、34は薄い平底、36．38は丸底気味で36は鹿部脇のくびれがゆるく胴部が開く。

38は丸底の度合はゆるく、鹿部脇はくびれて胴部は直立気味にたちあがる。35は若干外傾する

L字口縁で内側端部が若干突出する。径24cm。39は日録が外湾気味に内傾するく字口縁で端部

は丸くおさめる。内側端部は突帯状に強く突出する。口径45cmを測る。40は直線的に内傾する

く字口縁で、胴部が口縁径より大きく張り出す。口縁内側端部は突出気味となる。37は丸底気

味の壷の鹿部で鹿部脇のくびれはなくなり外湾気味となり、胴部が大きく張り出す。径7cm。

他に小型の鋤先口縁壷・大型の跳ね上がり状口縁の広口壷．蓋等がある。

－22－
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Fig．51第2区上層出土遺物（1／4）

（2）・下面の調査

上面の黒褐色包含層下に上層と同様、北側谷の谷頭部斜面と南西谷の南向き斜面のE～F－

12グリッドに黄灰色～暗灰色砂質土が堆積する（包含層下層）。斜面上位の調査区東端にはほ

とんどなく、斜面下位の西端側で厚さ30cm程と厚く堆積する。遺構検出はこれらの下面の暗黄

灰色土・淡灰色シルト上で行なった（Fig・46）。

検出した遺構は不整形の土壙4基と、南西谷の南向き斜面でL字状の溝1条・地山整形部1

箇所と柱穴多数を検出した。また上層同様に北側谷斜面で包含層が厚く堆積しており、殊に暗

灰色砂質土中から多量の土器と丹塗磨研の祭詞土器．石製銅曳鋳型模造品等の石器・鉄鎌等5

点の鉄器を検出しており祭両色が強く伺がわれる遺物が多い。

これら遺構．包含層から検出される遺物は全て弥生時代で、中期末～後期後半が主体となる。

土壌（Fig・54～57）　遺物を検出する土壌はSK－25・26の2基のみである。

－23－



Fig．52　第2区西壁土層断面（東から）

Fig・53　第2区東壁土層断面（西から）

SK－25は等高線と直交方向に位置する不整形の溝状のもので長径2．8m短径1・3mを測る。

上・下2段の造りとなっており、上段は浅く10cm程、下段は20cmを測る。下端の北西部の床面

上で甕の鹿部を検出している。出土遺物は（Fig・58）、41が甕の口縁部でやや厚目の短いく字

口縁をなし、端部は丸くおさめる。42は甕の鹿部で薄い平底を呈し、径8cmを測る。内面に炭

－　L＝30．0m

－24－

0　　　　　　　　　　　　　　2m
土］－．Ⅰ．－．．，，．－．土．．．．．　　　－．－．．l

Fig・54　SK－25（1／60）

－L＝30．0m

Fig．55　SK－26（1／60）



Fig．56　SK－25（西から）

SKl25

Fig．57　SK－26（西から）

L．－．1－1．．　．－．－‐」

42

Fig．58　SK－25・26出土遺物（1／4）

化物が付着する。

SK－26はSK－25と同様に谷を分ける尾根線上に立地している。不整形の土壌で長径2・9m

短径2mを測る。断面は船底状で深さ30cmを測る。遺物は43・44とも甕の鹿部で、43は平底、

小さめの厚い鹿部で径7・2cm。44は上げ底となる厚目の鹿部で径10cm。ともに胴部が外反して

開く古い様相を示す。

Fig．59　包含層下層遺物出土状況（北から）

ー25－

溝

溝は南西谷の地形変換線に沿って

2・5m程延び西に直角に折れて尾根を

横断する。遺物の検出はない。

地山整形　上面の整形部の南側・斜面

下位で検出され、幅2．5m深さ25cmを

測る。南端の斜面側に幅30cm程客土に

より造成した部分が残っている（12

層）。

下層土器溜り　包含層は上層と同様の

広がりを見せ、北側谷部で顕著である。



上半の暗黄灰色・黄灰色土は谷を分かつ尾根線部で厚く、斜面下位では消滅している。遺物の

大部分は下半の暗灰色砂質土に集中し、上層の土器溜りと重複し、これが更に広がった状態で

検出された。

ドットを落とすと、斜面上位で中期末の丹塗磨研土器（Fig・60）が集中する部分と、斜面下

位で丸底気味鹿部の土器群（Fig．61）が集中する部分とのふたつのグループに大別でき、石製

銅支鋳型模品と鉄器類は後者のグループに属している。

出土遺物（Fig．60～65）　45～53は上記の斜面上位を中心に散布する丹塗磨研の祭詞土器

である。45は瓢形の壷で復元口径19・5．器高28cmの寸のつまった小形で肩部のくびれはゆるい。

46も瓢形の壷で丹塗はなされていない。復元口径25・器高38cmで肩部のくびれが著しく胴最大

径は下位にある。47は丹塗りのL字口縁の壷。48は小形無頸壷で口縁に一対の焼成前の穿孔があ

る。49は中形の筒形器台で復元口径17・5cm・器高52cm、脚部外面に5条の多条突帯を施す。50

は大型の箇形器台の口縁部で鍔径28・6cmと鍔が広がらない。51は高坏の脚部と思われ断面四角

形の珍品で上端で径3cmを測る。52は鋤先口縁の高坏、53は薄い上げ底気味の壷の鹿部である。

54は径37cmの倒卵形の胴部に強く外反する径24cmの口縁の壷で口縁下端が強く下方に垂下す

る。口唇は器壁が剥離しており施文等は不明。内面はゆるい跳ね上げ状に整形される。鹿部は

丸底気味で脇が若干くびれる。55は胴中位に径50cmの最大径をもつ胴部に鹿部と口縁部が強く

しまる大形の壷で、口縁は広口で内側端部を跳ね上げ状に仕上げる。口径38・4cm．器高61．7cm。

56は径30・6cmの球形の胴に径12．6cmの短い言縁がつく壷である。器高28・8cm。57は中期の所産

の片口付の鉢で13cmの広い鹿部が目立ち上げ底気味となる。58は口径21．8cm．器高9．4cmのく

字口縁の鉢。59も中期の所産で口径11・7cm・器高18・3cmの器台で器壁が薄い。60は大振りの器

台で頚部が上位で強くしまり口縁上端が突出し複合口線状をなす。径18cm・器高24。㎡を測る。

61は口径32．5cmの甕で口唇は凹線気味に内面上端は跳ね上げ状に仕上げる。62は中期前半のL

字目線の甕で上面は水平。端部が若干外傾する。口径29．6cm。63は口径40．8cmのL宇目縁の甕

で端部が若干外傾し胴が張る。口線内端が突出気味となる。

64は軟質の凝灰質砂岩製の鋼支鋳型模造品である。1区西側の斜面に砂岩の露頭があり、5

－10cm程の方柱状に節理しており、この転礫を用いて太目の線刻で鋳型面を表現しているO上

半と裏面・左側面を欠くが、残存長8・2cm幅は基部で7．5cm上端部で6．8cmと狭くなる。厚さは

残存で4・1cm。

表面は厚さ2～3mm程の風化部分を削り落とし概略整えて銅文の鋳型を接の輪郭と内を削り

込む以外すべて線刻の広狭で表現を試みている。背は一本の太い線で表わし、桶も外側を線刻

して表わしている。桶と胡の接線から上7mmの位置に横の線刻で穿を表現している。胡は広形

鋼文の鋳型と同様に両側まで抜けている。中軸からの左援幅は2・9cm、右援幅は3．6cmと中軸は

大きく左に片寄っている。

－26－
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Fig．60　第2区下層出土遺物－1（1／6．1／4）
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0　　　　　　10cm
L－吉日1．．．．．－．．．．．．．ⅰ

Fig．61第2区下層出土遺物－2（1／6）
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Fig・63　第2区下層出土遺物一4
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Fig．64　第2区西谷部出土遺物（1／4）

左右の桶と接の間には数条の援状の線刻が残されており、フリーハンドでの試行の結果と思わ

れる。線刻の断面は鋭く、金属器を用いて作成されている。右側面は表皮を残したままで中軸

線と2本の曲線で鏃を表現している様で、左側面に中軸線のみが残っており同様の線刻がなさ

れたと思われる。65は緑灰色の凝灰色砂岩の石器素材で上面左側縁・下線・正面右側縁に幅．

深さ1・5－2mm幅の溝を擦りここにタガネ状のものを当てがって幅8mm程の偏平な素材を割り

取っている。3・7×3・2×0．8cmを測る。66は荒砥段階の石包丁で刃はない。灰白色。71は完成

品の欠損で紫褐色で断面は黒灰色。67は土製杓の柄、68は黒耀石製の剥片鏃、69・70は滑石製

着港石錘でそれぞれ22・21gを測る。72は淡灰色砂岩を角柱状に鉄器で整形している。75～78

は下層出土の鉄器で、他に刀子が1点出土している。75－77は鉄鎌で75は16・7×4・3×0・5cm

1389を測る。76・77は折り重なって出土しており同個体の可能性が高い。78・79は袋状鉄斧

で47．4309を測る。79は13トレンチからの出土。
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ヒ－一字―圭，三。J二j Fig．65　第2区出土鉄器（1／3）
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Ⅳ・小　結

今回の調査では縄文晩期一古墳時代後期にわたる遺物、遺構を検出したが、中心は弥生時代

中期後半～後期後半の時期である。

1区の比高差30mの丘陵先端部では陸橋を伴う丘尾切断の溝SD－02と、これによる区画の

中央部に1×1間（2・9×3・2m）の大型の掘立柱建物SB－04．炭粒と灰の詰まる土壌SK－

07が検出されており、物見台としての性格が伺われる。SK－07から夜目式の高坏の小片が検

出され、周壁に明瞭な焼成痕が見受けられない等不安材料が有るが状況的には物見台と一組の

怪火台としての可能性を捨てがたい。SB－04からは弥生土器の小片のみしか検出されず時期

比定が難かしいが、SD－02と同時期とすると中期末～後期後半に比定される。住居址は1次

～3次調査区．2区の丘陵南側緩斜面に広がっており、これら居住区と別個に区画され、把木

町西ノ迫遺跡・小郡市一ノロ遺跡のあり方と違なる。

2区の包含層中から検出された石製銅曳鋳型模造品は後期中頃～後半の丸底気味の平底を呈

する土器を中心とする土器溜まりの中から大型鉄鎌．袋状鉄斧．刀子と、5点の鉄器とともに

検出されている。小さな転礫にフリーハンドの線刻で表現されたものであり、どこまで正確に

特徴を表出しているか判断が難かしく、中広鋼文か広形鋼曳かの判別はつけがたい。鋳型を模

したものとしてぼ、鋳型か模造品かで意見が分かれている様であるが、兵庫県三田市平方遺跡

出土の土製銅鐸鋳型を鋳型模造品とすると、本例で2例日である。

以上のように、原田遺跡群内において、久保園遺跡の5×8問の大型掘立柱建物・赤穂ノ浦

遺跡の銅鐸鋳型・本遺跡の銅曳鋳型模造品と17点もの多量の鉄器の出土・居住区と別個に区画

された物見台等、鋼製祭器作製にかかわる特定集団としての様相が伺がえる。

大谷古墳は竪穴系横言式石室を有する古墳で、封土が全く残っていなかったが石室の中心と

南側に残った周溝の中心から復元すると径約9mの円墳となる。石室は3・5×1．1mの狭長な竪

穴系横言式で、羨道部の側壁はなく、かわりに塊石を一個ずつ置いている。天神森古墳1号墳・

原田遺跡群内の貝花尾1号墳・丸尾1号填．当古墳と、月隈丘陵の北西部に同系の古墳が目

立って分布しており、石室の形態は貝花尾1号墳・丸尾1号境に近い。また古墳の分布も北西

部では1－3基程の小規模な古墳群が尾根線上に散漫に分布するのに対し、中・南部の堤ヶ

浦．持田ヶ満吉墳群等では数十一百数十基と大規模なものが多く対象的なあり方を示してい

る。遺物は石室内の大形曲刃鉄鎌一束のみで時期比定に心もとないが、天神森2号境で同類の

鉄鎌が検出されており5世紀後半に比定されている。また石室の形態分類では柳沢一男氏のⅢ

B期B2型にあたり、5世紀第4四半期～6世紀第2四半期に比定されている。
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